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第１章 計画の基本的な事項

１ 計画策定の趣旨
■ 徳島県では、平成２７年度から平成３０年度までの４年間の県政運営指針として、平成２７年

７月、”一歩先の未来”の具現化を掲げた「新未来『創造』とくしま行動計画」を策定しました。

■ この間、地方創生の先導役として、消費者庁等の「消費者行政新未来創造オフィス」の本県へ

の開設や新次元の消費者行政・消費者教育の展開、大都市圏からの人の流れを生み出す「とくし

ま回帰」の加速、全国屈指の光ブロードバンド環境を活用した情報通信関連企業やサテライトオ

フィスの集積、ＬＥＤを基軸とする産業振興や６次産業化のさらなる推進など、全国のモデルと

なる各種施策に取り組み、「一歩先の未来」を着実に具現化してきました。

■ 我が国が、「人口減少」と「災害列島」という国難とも呼べる課題に直面し、第４次産業革命

の進展や巨大経済圏の形成をはじめ、国内外の社会環境が劇的な変化を見せるなど、これまでの

常識が通用しない「未知の世界」が眼前に広がる時代を迎え、「地方創生の旗手」と呼ばれた徳

島こそが「未知の世界」に挑戦し、「地方創生」から「日本創生」を成し遂げ、日本全体を「持

続可能な社会」へと導くことが期待されています。

■ 「平成」から「令和」へと元号が変わり、新しい時代の幕が開ける中、徳島ならではの「知恵

と工夫」に一層の磨きをかけ、こうした期待に応える道標として、本県が目指すべき将来の姿と、

その実現に向けて今後４年間で取り組む施策を示す

「『未知への挑戦』とくしま行動計画 ～徳島版『SDGs（持続可能な開発目標）』の実装に向けて～」

を策定するものです。

２ 計画の基本理念
■ 基本理念は、「国難打破！未知の世界への羅針盤・とくしまの実現」です。

■ 「一歩先の未来」を具現化し、「地方創生の旗手」と呼ばれた徳島こそが国難を打破し、日本

全体を「持続可能な社会」へと導いていく、「未知の世界への羅針盤・とくしま」づくりを進め

ます。

３ 計画の性格
■ 「『未知への挑戦』とくしま行動計画」は、県政運営指針として、県が進める政策の基本的な

方向をまとめたものであり、「徳島県版・総合戦略
※

」をはじめとする個々の計画に対し、最上位

の総合的な計画として、毎年度の予算編成や事業の立案などの基本となるものです。
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４ 計画の構成
■ 「『未知への挑戦』とくしま行動計画」では、

・本格的な人口減少社会の到来やグローバル化・ボーダレス化の加速など、本県を取り巻く環境が

大きく変化する中、長期的な視野に立って、本県の現状や今後の課題を的確に把握したうえで、

県民と共有する「徳島の目指すべき将来像」を示す「長期ビジョン編」

・「長期ビジョン編」を踏まえ、手の届く未来である「１０年程度先」を見据えた「近未来の成長

戦略」である「中期プラン編」

・「中期プラン編」を達成するために今後４年間で取り組む重点施策を、具体的な数値目標や達成

年度などの工程で明示した「行動計画編」

の三層構造からなり、今後の県政を計画的に推進していくための基本となります。

【計画の構成イメージ図】
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